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認定こども園めぐみ幼稚園めぐみ保育園は、吉野川市鴨島町に位
置し、1925年文部省認可を受けた徳島県初の幼稚園として設立さ
れ、今年度創立100周年を迎えました。

2014年には県の勧めに応じ、私立幼稚園から第1号の幼保連携
型認定こども園へと移行し、1歳児から5歳児までの一貫した教育
保育を行っています。
自園の建学の精神である「キリスト教保育」は変わることなく、
先人の方々の熱い信仰により、祈りをもって「神さまの愛を伝える」
幼児教育を長年続けてまいりました。
保育者は、子どもが自分で考え判断し、行動するためのサポート
や、様々な体験の中で子どもが五感を十分に使い、感性を豊かにす
ることの大切さ等、保護者と共有する日々を積み重ね、園での楽し
い思い出が心の糧に育つことを願い、中学校卒業時や成人式等の
節目への繋がりを大切にしてきました。
また、地域子育て支援拠点事業『子育て支援館ぶどうの木』を併

設し、毎日、未就園児親子対象の様々なプログラムや、在園児が降
園後に親子で立ち寄り、遊び場や保護者同士の交流の場として提供
しています。

2002年より、保護者の要望から園の空き教室で卒園児数名の学
童保育を始め、現在では他園卒園児も含めた放課後児童クラブとし
て地域の小学生が放課後の居場所として過ごしています。
このように園内では「安心して過ごせる園」をモットーに、子育
て支援の親子を含め、1歳児から小学生までが一つのファミリーと
して様々な関わりや交流をしながら、日々成長している姿を見るこ
とができ、保護者と共に喜び合えることは、大変感謝なことです。
今後も教職員一同心を尽くし、子どもたち一人ひとりが神さまと
繋がり、自分と他者を愛し、平和な世界を創っていく人に成長して
ほしいと祈りながら、日々の歩みを続けていきたいと思います。

 園長　　山賀　杏子
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寒い日が続いています。日本には春夏秋冬といった四季があります。まだまだ寒さを感じるころに、梅が咲き
始め春の気配を感じます。その気配は、桜が咲き誇るころに実感となっていきます。その桜が若葉となり、茶葉
の新芽が伸び八十八夜を迎えます。水辺ではカエルが鳴き、夏へと景色を変えていく、そんなゆっくりとした季
節の移ろいがあったはずなのです。梅の花から桜へと移り、桜の散るころ気温は三十度を超え、真夏日という春
の暑さがやってきます。そして、その夏は本格的な夏となり十月までも延々と続いていきます。一年の周期とし
て短い春があり、長い夏が来て、存在の分からない秋が多分あり、冬へと歩みを進める今の日本の一年の季節と
なっています。
社会では、少子化が進み人口減少社会となり、通学路を歩く小学生や、故郷の話し声がめっきり減ってしまっ
ています。地域に子どもが増えることがなく、私たち就学前の子どもたちを育む職にあるものとしては、これは
おかしいのではないかと先に気づき、不安を感じざるを得ません。また幾年後に、大勢の歓声が戻ってくる日々
はあるのだろうかと不安は無限に広がっていきます。
私たちは、今こんな時期に、こんな時期だからこそ、家庭の信頼を得ながら少なくなっていく子どもを健全に
育てなければなりません。保育施設で有ってはならない事は、不適切な保育であり、子どもの人権を侵す行為で
す。反論や、拒否のできない年齢の子どもたちに、不可抗力を装うことはできません。悪意があろうとなかろう
と子どもたちに与えた不適切な行為は、ずっとその心に残ることなのです。六十五年も昔（前）、こんな出来事
がありました。それは、幼稚園の帰り道、水路を飛び跳ね横断しながら帰っていた時に、ひとりの友達が、水路
に落ちて足が痛いと泣き始めたのです。慌てて幼稚園まで息を切らしながら、僕たちは走って帰り、先生に助け
を求めました。知らせにいった僕たちは資料室に閉じ込められました。後のこと水路に落ちた友達は、足にヒビ
が見つかったとのことでした。ひと段落しましたけど、僕たちの気持ちは複雑でした。この気持ちに先生からの
話はなく今に至っています。本当に幼いころの思い出なのです。事実は、良い事と間違っている事、色々複雑に
絡み合います。絡み合ったものを解いて僕たちに話して聞かせてくれていれば、こんな例もでないものなので
す。五十五年もの間気持ちのどこかに残っている、こんなことではなく、楽しい思い出ばかりにしたいもの
です。
今、連合会及び私保連では、合同でそれぞれ不適切保育をなくすために全国各地から講師先生をお招きし、多
方面からの研修会を開催しています。施設によっては、研修会を履修しにくいこともあるでしょう。出来得る限
り誰かひとりでも履修されてその内容を各施設で話し合っていただきたいと思っています。そうすることが一人
の職員の講演会で習得した知識に終わることなく、施設全員のものになると思います。
また、不適切保育をなくすということも含めて、各保育施設の保育の質の向上等を鑑みて、第三者評価実施を
進めようとしています。京都方式を取り入れて一日で評価できるよう勧めています。忙しい運営の中で、ちょっ
と立ち止まって軌跡を見てみる、その軌跡が明日の保育、施設の運営にどう生かされれば良いのか、と考え指導
を受けることも不適切保育を防ぐ一つの道につながるのではないかと考えます。このことは、公私立含めて進ん
でいきます。徳島県においては、その評価を進める評価委員の講習会を開催していただきました。これからも引
き続き講習会を開催していただけるとのことです。会員園の職員の皆様も、この評価員の講習会に参加して評価
員の人数を増やし、評価を受ける施設も増やしていきませんか。京都府からの助けなしでの運営にしたいと思い
ます。公私立を問わないことを申し添えておきます。
さて私たちは、この生まれてくる子どもが減少し続ける中で、どの方向に舵を切り進むのか、国は少子化対策
に躍起になっています。色々な子育て支援施策が提示されるでしょう。どの施策を取り入れ、どの施策を取り入
れないのかは、法人、保育施設の運営方針なのかも知れませんが、少子化の真っただ中で、生まれてくる子ども
を大事に育てていきましょう。

今年度を振り返って思う事
� 徳島県保育事業連合会　会長　大 和  忠 広
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2011年3月11日に発生した東日本大震災から14年が
経ちます。震災を経験されたおおつちこども園　園長八木
澤先生の話しを聞き、災害時の避難行動や子どもたちの安
全確保について改めて考え直す時間となりました。こども
園がある大槌町は地震発生からたった5分で壊滅状態と
なったそうです。地面がひび割れ、停電、火災、津波な
ど、自然災害が起きる中、八木澤先生は子どもたちの命を
守りました。その時の避難の様子や避難所での過ごし方、
また再建までの過程について話されていました。当時の子
どもの姿や感触等何年経っても思い出され、日々保育して
いる中でフラッシュバックすることがあると涙ながらに話
されており、実体験の話に終始引きこまれました。
地震直後避難経路は、避難車の渋滞で道を横断するのが
難しく、次々と電信柱が倒れ火災が起き、その中津波が近
くまできていたため、傾斜30度の山を登り避難しました。
マニュアル通り避難していたら助かっていないだろうとい
う話から、子どもの命を助けるには迅速で的確な判断の大
切さを感じました。
避難所では、全員引き渡すまで3日間過ごしたそうで
す。子どもをどのように守るか子どもを第一に想う職員の

愛情、また地域の方の支援が子どもたちの生きる力になっ
たのだと感じました。
現在、備蓄品には、災害用備蓄米、味噌、お菓子等を人
数 ×一週間分を準備し避難先の老人施設に保管していま
す。避難する際手ぶらで行けるようにと保管場所等地域の
方にも支援してもらっていることから、地域全体でみんな
の命を守る体制ができているのだと感じました。
「ここに生きる～大切な人を想いながら～」という今回
の演題にあるように、大切な人の命を守るため、今後も近
い将来起こると言われている南海トラフ大地震に備え、訓
練を積み重ねていきたいです。

1日目に、こども家庭庁からこども誰でも通園制度の実
施について説明がありました。令和8年度の本格実施に向
けた制度でありますが、全ての子育て家庭に向け子どもの
良質な成長環境の整備を目指し、保育士の資質向上、人材
確保をどのように考え、取り組んでいくか知ることができ
ました。現状では制度実施に向けた改善要望も出ている
為、情報収集に努め、多様な子育て家庭の支援ができるよ
うに考えていきたいです。

2日目の分科会では、武庫川女子大学 倉石哲也教授よ
り「子どものより良い育ちと安心・安全の環境づくりにむ
けた関係機関とのネットワーク」の講義を受けました。サ
ポートプラン（支援計画）の中でアセスメント力がどれだ
け重要かということがよくわかりました。また一人一人の
支援を円滑に進めていけるように関係機関とのネットワー
ク作りの重要性を再確認することができました。
研究発表・グループ討議では、様々な自治体における関
係機関とのネットワークについて発表があり、それぞれの
自治体、保育園、こども園の取り組みを聞くことができま
した。子どもの支援、児童相談所、小学校との連携と共に
保育実習生に対してどのように対応していくかという話が

ありました。地域で話し合い、どのような保育士の魅力発
信、人材確保に努めていくか、また指導する側の視点を明
確化し、指導の仕方をどう統一していくかなど共同研究し
つつ取り組んでいると聞き、これから養成校、実習生との
話し合いをどのように作っていくかが重要であると感じま
した。
今回の研修、報告に参加したことで、関係機関とのネッ
トワーク作りの大切さを改めて考えることができました。
今後も子どものより良い環境を作っていけるように保育
園、保育士として考えると共に地域、関係機関と話し合
い、連携を取っていきたいです。

10/10	 令和 6年度 徳島県保育事業連合会研修会
	 	 　「ここに生きる〜大切な人を想いながら〜」
	 	 	 	 	 	 ■講師：幼保連携型認定こども園
	 	 	 	 	 	 	   おおつちこども園（岩手県）　園長　八木澤 弓美子 氏

■報告者　　貞光保育所　正木 希世子

10/17·18	全国保育研究大会 奈良大会
	 	 　「すべての子どもの権利と育ちを保障していく社会の実現」をめざして　

■報告者　　藍住ひまわり保育園　藤川 竜次

研修報告

研修報告
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園生活の中で、子どもにとって深刻な事態（事故や
虐待等）が起きないようにするための、質を高める
チームづくりについて学びました。
職員が日々の保育実践を通じて、主体的に学ぶこと
が保育者自身の育ちとなり、チーム全体の育ちへとつ
ながっていきます。チームのリーダーとして、職員の
保育の質や専門性向上のために必要な研修の充実を図
り、高まり合える環境づくりに努めなければならない
との話でした。そのために、個人任せや成り行き任せ
ではなく、それぞれの園が目指す保育目標を職員間で
共有し、チームで意識しながら PDCAサイクル（計
画・実践・評価・改善）を回していく必要があるとの
ことでした。
また、園内研修を行ううえで大切にしなければなら
ないことについても、教えていただきました。一つ目
は、試行錯誤です。ポジティブな面に目を向け、みん
なが知恵や自由な意見を出し合うことで、それぞれの
思考が柔軟になり発想が豊かになる等、大きなメリッ

トがあると話されていました。二つ目は、継続です。
楽しく取り組める環境をつくり、少しでも前へ進める
工夫をすることが重要であるとのことでした。
　これからも、保育の専門家として最新のことを学び
実践していくために、時間を工夫しながら研修を重
ね、職員同士が問いかけ合い、学び合い、高め合い、
支え合う組織文化を築いていきたいと思います。そし
て、チームのリーダーとして、小さな技術（相手の顔
を見る・最後まで話を聴く・労をねぎらう等）を駆使
しながら、役割にふさわしい振る舞い方や言葉の使い
方をし、職員みんなが力を発揮できる風通しの良い職
場環境づくりを行っていきたいと思います。

日常の保育の中には、思わぬ事故や不本意な不適切
な保育、災害が常に隣り合わせにあり、それらを避け
るためには保育者の意識と環境設定が大切であり、想
定外を想定内にすることが重要であるということを、
今回の講演で学びました。
日頃、どのような保育をしているのか、どのように
するのが良いのかを考え、日々の保育を振り返ること
の大切さを再確認しました。地震訓練では震度レベル
に応じた訓練をすること、自分で動ける園児を育てる
ことや情報共有を園児ともすることで、日々の保育の
中ですり込む防災教育の大切さを講演してくださいま
した。
どちらの講演にも共通しているのは、日々の保育の

在り方であり、保育者は『大切な子どもの命を守るこ
と』ということでした。
保育指針や教育保育要領を熟知し、常に意識した保
育をすることが大切であることや保育者として、ま
た、専門職としての責任の重要性を痛感すると共に、
改めて一人一人の違いを受け止め、子どもの存在や生
きる権利を大切にした保育ができているのか、子ども
に向き合った保育をすることができていたのかを再認
識するいい機会となりました。そして、毎月行ってい
る避難訓練の内容や防災対策が不十分であることを反
省し、災害から目の前の子どもたちの命を守ることが
できるよう、想定内の訓練になるようにしっかり取り
組みたいと思います。

10/31	 令和 6年度 管理職研修
	 	 　「所内研修のマネジメント」ー保育の質を高めるチームづくりー　■講師：矢藤 誠滋郎 氏
	 	 ■報告者　　土成中央認定こども園　武澤 美穂

11/6		 令和 6年度 四国ブロック保育組織次世代リーダー研修会
	 	 　「不適切保育、事故をおこさないために」　  ■講師：駒沢女子短期大学　教授　猪熊 弘子 氏
	 	 令和 6年度 四国ブロック保育士会リーダーセミナー
	 	 　「保育施設における防災について」　■講師：株式会社危機管理教育研究所　代表　国崎 信江 氏
	 	 ■報告者　　ひらだにこども園　中西 悦子

研修報告

研修報告
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1日目は、全国保育士会　会長　村松幹子氏より
「子どもの現在（いま）と未来（あす）を支える保育
の実現」の基調報告がありました。また、こども家庭
庁成育局保育政策課　課長　栗原正明氏より「保育政
策のこれから」の行政説明がありました。
記念講演は、絵本作家の柴田ケイコ氏より「幼少期
の好奇心と遊びと絵本」についての話がありました。
ご自身の幼少期の話の中で、今では危険だと言われて
しまいそうな遊びも子ども達の好奇心を揺さぶり楽し
さを追求しようとする気持ちにつながる大切なものと
なったそうです。子ども達の中の「好奇心」に目を向
けていくことの大切さを学ばせてもらいました。

2日目は、第3分科会に参加しました。青森県並木
保育園は、保育園の中で保育者のユーモア・おどけ・
ふざけが生む楽しい笑いに焦点を当て、それを活用す
ることで配慮を要する子どもがどう変容するのかとい
う研究発表でした。笑いは子どもと心が繋がる関係を

構築することに有効で、さらにその関係を基盤により
良い成長に効果があり、また、クラスの集団の成長に
も資する力があるという報告でした。
奈良県関屋こども園は、配慮を要する子どもへの

「ていねいな保育」を全保育者が共通理解し、適切に
実施することで変わる子どもの姿についての研究発表
でした。「ていねいな保育」は、子どもによって変わ
り、そのときどきのこころによっても変わるもので、
その子どもの気持ちを満たすことができた時に対応で
きたとされるもの。気持ちを満たすためには、その子
の見ている世界を見ようとする「心」が大切であると
いう報告でした。
　配慮を要する子どもが増えている中で、その子ども
に合った対応をするためには、保育者が子どもの「心」
に寄り添い、心の繋がりを持って笑顔あふれる保育を
していくことが大切であると改めて感じました。

11/21	 全国保育士会研究大会 高知大会
	 	 　「子どもの現実（いま）と未来（あす）を支える保育の実現」
	 	 ■報告者　　かがやき保育園　森 静香

研修報告
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研究発表
ウェルビーイングを保障する保育を考える 〜その子らしさに目を向けて〜

	 	 ■報告者　　徳島市地区　徳島市立内町保育所　松本 裕子・宮本 茉耶

研究発表
「食育」「眠育」二本柱に支えられて 〜子どもを健やかに育むための保育とは〜

	 	 ■報告者　　海部地区　二葉保育園　井上 薫・油津 あゆみ

本所では、めざす子ども像の一つに『生命（いのち）と
人権を大切にし、協力し合ってのびのびと遊べる子ども』を
掲げています。しかし、現在の在所児の姿として、遊びに対
して消極的、困難に直面した時にすぐ諦めてしまう等がある
こと、また、不適切保育の報道が相次いだことから、自分達
の保育を振り返り、保育を見直すことにしました。そして、
子ども一人一人の人権が守られ、自分らしく生きる事を大切
にした保育とはどのようなものなのかと考えていく中でウェ
ルビーイングの理念を知りました。保育の中で子どものウェ
ルビーイングの実現を目指すことが、その子らしさを大切に
した保育や本所が掲げる子ども像に繋がると考え、この研
究を行うこととしました。
　研究の進め方は、まず、保育者それぞれが子ども達のい
きいきとした姿を記録し、その採集した事例を「保育者の共
感的関わりの態度・姿勢」指標のどれに当てはまるかを考

え、次に自分の意見を持ち寄ってカンファレンスをした後、
子どものウェルビーイングを実現する保育について省察しま
した。
　研究を進める中で、普段の保育で行っていた配慮が、子
ども一人一人の尊厳を大切にしていたこと、また、保育者の
見守る姿勢や待つ姿勢も、より豊かに保育所生活を送れる
よう多様な配慮を考えての行動であることに気づきました。
そして、共感的尺度を用いてカンファレンスをしたことで、
共感的かかわりが普段の保育の中で自然とできていることが
わかりました。尺度を意識し、視点が明確になったことで、
より子どもたちのウェルビーイングを保障できるようになっ
たと考えられます。
　今回の研究で学んだことを活かし、一人一人の子どもが
安心して生活を送る中で、のびのびと遊びを楽しめるような
環境づくりをしていきたいと思います。

二葉保育園では、子どもたちがよりよく生き、よりよく
成長するためには何が必要であるかということを考えて、
地域を中心に保育内容の充実を目指して取り組んできま
した。
その中で気づかされたのが、登園時の子どもたちのコン

ディションの悪さです。その解決に向けて、「朝ご飯を食べ
ること」「十分な睡眠をとること」を目指し、平成9年から
食育の活動を始め、令和元年から眠育の活動に取り組んで
きました。
それが現在の二葉保育園の保育の柱でもある、「眠育」

「食育」「保育」の「三育」の取り組みです。
今回の研究発表において、従来から取り組んでいる「子

どもがのびのびと育つ保育を支えるために眠育（よく眠る
こと）、食育（よく食べること）が大切である」ことについ
て実践内容をさらに深めました。
この二つの育みは家庭や保護者のかかわりが多く、協力
をいただくために子どもの成長を喜びあえる保育内容や情

報を共有できる連絡体制を整えていきました。
眠育では「眠育ログ」による生活習慣指導やアドバイス、

「生活習慣すごろく」と「生活習慣モンスター」による、子
どもが主体的に生活習慣の改善に向き合う取り組みを中心
に、眠育によって子どもの保育園での姿や保護者との協力
体制がどのように変わってきたのかを研究しました。
また、食育では五感が喜ぶ食育活動について、保育園の
裏山でタケノコ掘りをした事例を中心に、二葉保育園のテー
マである「楽しく！おいしく！」の取り組み、食意欲の育
み、全身で感じる驚きや感動の心の育みなど、様々な経験
の中から子どもたちの感じたものを大切にして心を育て、
そのことを保護者に伝えていくよう取り組みました。
この二つの育みの柱によって、メインの柱である子ども
たちが日々笑顔で元気に活動できる「保育」が支えられて
います。子どもを健やかに育むために、子ども、保護者、
保育者が三位一体となって、一人一人に寄り添った保育を
進めていきたいです。

カンファレンスの様子 一人一人のウェルビーイング
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平成30年の保育所保育指針改定以降、本園では保育の
抜本的な見直しに取り組んできました。そうした経緯を踏
まえ、今回の実践研究発表では本園が保育改革をスタート
させた平成30年度まで遡った計7ヵ年を研究期間とさせ
ていただきました。
これまでの「当たり前の保育」を見直す保育改革によっ
て、保育士が環境保育や子どもの主体性に対して、どのよ
うに意識を変容させていったのかを分析することで、保育
実践における子ども中心のアプローチをさらに発展させる
新たな視点の獲得および保育現場の質の向上に貢献するこ
とを目的としてこの研究に取り組むことにしました。
本園は昨年度まで里浦ちどり保育所として、主に0～3
歳児の保育を実践してきました。今年度からは幼保連携型
認定こども園に移行し5歳まで広がっています。　研究期
間中の各年度については、クラス担任がどのような意識の
変容を経ながら保育改革を実践してきたのかを分析し、図
式化を試みました。不安や苦悩なども含めた保育士の意識
の変容についてはひとまず可視化することができました
が、それぞれの保育士の、その時々の思いや心情の揺れな
どは図で表し切れなかった部分が遥かに大きかったです。
これまで進めてきた保育改革は変化への挑戦でした。そ

れまでの当たり前が通用しない保育の実践が求められまし
た。課題、難題を一つひとつクリアし、子どもたちの
「やってみたい」に応えるために保育環境を改善していく
中で見られた、遊びこむ子どもたちの姿の変容や保護者か
らの好意的な評価は保育士の意識にプラスの作用をもたら
し、自信やモチベーションにつながりました。
これまで進めてきた保育改革と自分たちの保育を振り返
り、現在地を確認する作業はたいへん貴重な経験となりま
した。新しい環境でこれからの「当たり前の保育」を子ど
もたちとともに作り上げていくストーリーがどんなものに
なるのか、大きな期待を持ち歩み続けていきたいです。

小さな保育所の大きな改革 〜環境保育と保育士の意識変容〜
	 	 ■報告者　　鳴門市地区　認定こども園ちどり　福田 麻紀・宮北 大吾

研究発表

家庭での安心できる環境から初めて家族から離れ、社会
を経験することになる子どもの姿から、まず保育者や様々
な人との関わりの中で、安心して本園で過ごすことができ
る環境を整えていくことが大切だと考えました。子どもと
保育者の信頼関係が、こどもの育ちを支える基盤となるこ
とや、子どもが主体的に興味・関心をもって遊び込めるこ
とが健やかな成長につながるのではないかと考え、本園の
基本理念である「元気」「勇気」「根気」を根底におき、五
感を育む遊びを通して一人一人の主体性を大切に育てられ
るよう研究に取り組むことにしました。
　まず、子どもの生きる力につなげるために、今までの子
どもとの関わりについて見直すことから始めました。スキ
ンシップの取り方、優しい口調で話し掛けるなど、今まで
何気なくしてきたことを丁寧に関わるよう心掛けること
で、愛着関係が築かれていきました。子どもと保育者との

安定した愛着関係が築かれると、子どもにとって担任以外
の保育者や友達にも関心をもち、安心して興味のあるもの
や場所などを探索するようになりました。その成長を実感
することで職員の喜びにもつながりました。
　保育者がそばにいるという安心感が子どもにとっての安
全基地となり、新しいことに挑戦しようとする勇気につな
がります。子どもがやってみようとする活動で成功を感じ
たとき、その喜びを保護者と共有することで愛着関係がさ
らに強くなったことを実感し、この成功体験が子どもの自
信を育み、次の挑戦への意欲を高めていくことを実感しま
した。
　これからも保育者の温かい関わりが子どもの健全な発達
につながることを意識するとともに、保護者と大切な子ど
もたちが唯一無二の存在で輝き続けることを目指して日々
の保育に取り組んでいきたいです。

「元気」「勇気」「根気」の芽を育む 〜0･1歳児における愛着関係と主体性のつながり〜
	 	 ■報告者　　阿波市地区　久勝かもめこども園　三木 章代・板東 里香

戸外でよ～いドン！ マルチスペースで電車ごっこ

研究発表
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令和6年度は新任保育士研修や中堅保育士研修・保
育夏季大学などの研修が計画通り開催されました。今
年度は、こども家庭庁による施策とこどもをまんなか
にした保育の展開についてや第10代体操のお兄さん
佐藤弘道氏が代表を務める「らくがきっこ体操クラ
ブ」による運動遊びでは、保育に取り入れやすい遊び
や体操を実際に体を動かす研修が久しぶりに開催され
爽やかな汗を流しました。また、県内外から素晴らし
い講師を迎え多分野にわたる研修を開催することがで
きました。
研修部での活動内容は、第1回から第3回の部会に

おいて来年度の研修内容についての事業計画・講師と
の日程調整等の事業進捗確認や、令和6年度の各研修

会におけるアンケート結果の報告等の話し合いをしま
した。アンケート結果については、どの研修も満足度
の高さを感じる回答をいただきました。参加者同士の
グループワークでは、活発な話し合いも行われ有意義
な研修になりました。研修に参加して得た学びを踏ま
え、子ども達と関わり各園で共有され職員の資質向上
に繋げてほしいと思います。
この一年間、部会員の皆様や事務局の方に協力いた
だき、共に活動でき大変勉強になりました。今後も研
修会を通して共に学び合う場として、質の高い研修を
目指せるよう次年度に繋げていきたいと思ってい
ます。

研修部報告研修部報告
	 	 報告者　　宝田こどもセンター　小川	 	 報告者　　宝田こどもセンター　小川  和子和子

給食部報告給食部報告
	 	 報告者　　勝浦みかん保育園　西浦	 	 報告者　　勝浦みかん保育園　西浦  美紀美紀

給食部では今年度も、給食担当者研修会を12月2
日にあわぎんホールで行いました。午前は小松島・勝
浦地区から研究発表「食育で培う子どもの力～食育に
よる生活と気持ちの変化について～」を報告していた
だきました。食育基本法を踏まえて、食育活動を通し
て食べることは楽しいと思えるような給食時間を、ま
た家庭では生活リズムの確立と食を通してコミュニ
ケーション場作りを研究目的と定めてアンケート調査
を行いました。その結果考察から保護者の食に対する
思いに気づき、そして食育をイベント活動に終わらず
に日々の生活の中での食育を大切にしたいとまとめら
れていました。
その後は、四国大学生活科学部教授曽川美佐子先生
から「児童福祉施設における食事の提供ガイドの改訂

と食育について」をご講演いただきました。
午後からは大阪樟蔭女子大学健康栄養学部健康栄養
学科の上田由香理先生より「子どもの『咀嚼力』を育
てる食支援」と題しての講演をいただきました。子ど
も達の発達に沿った咀嚼や嚥下状態を一つ一つ丁寧に
分かりやすく説明していただきました。「噛む」とい
う行為はただ食べるためだけではなく、全身に影響を
及ぼしそれが生涯にわたって「美味しく食べる、食べ
る喜び」を与えてくれる大きな効用があることを学ば
せていただきました。
また新型コロナウイルス感染症のために中止になっ
ていた調理実習を2月4日に5年ぶりに行いました。
今後も子ども達に美味しくて、安心安全な給食を提供
できるように、頑張っていきたいと思います。
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総務企画部会では、各地区協議会から挙がってきた
課題を中心に協議しました。県保連並びに関係団体の
役員割当や研究発表の担当地区割など、各地区のバラ
ンスに考慮しながら検討を重ねています。
研究発表については、全国の保育組織と保育士会が
令和7年度から「全国教育・保育研究大会」に一本化
されますが、研修の役割分担をどのようにするのかな
どは、今後の課題として残されています。
また、キャリアアップ研修の実施主体については、
県保連と私保連が主催する研修が、認定こども園にお
けるキャリアアップの対象になったことで、処遇改善
加算に反映されるようになりました。
協議内容として一つ目は全保協の会費が令和7年度

から増額することになったことについてです。コロナ
禍によってオンライン化や規模縮小されていた研修等
が従来の参集形態に戻りつつある事と、物価高騰の影
響を受けたことなどが相まって運営が厳しくなってき
たためとのことです。
二つ目は安全対策についてです。地震などといった
大規模な自然災害だけでなく、施設内外での保育事故
など身近で起こりうる課題や未然防止対策等について
意見交換を行うこととしています。
　人材確保についても様々な課題について協議を重ね
ながら、また、会員を減少させない魅力ある組織運営
を願いながら、担当副会長を中心に活動を行いたいと
思っています。

総務企画部報告総務企画部報告
	 	 報告者　あいずみ保育園　三橋	 	 報告者　あいずみ保育園　三橋  明美明美

広報部では本年度も「保連とくしま No.91」を12
月1日に、この度「No.92」を3月1日に発行するこ
とが出来ました。また、発行に際しまして徳島県子ど
も未来部子育て応援課長　玉岡あき子様、徳島県保育
事業連合会　大和忠広会長をはじめ、各会員園の皆様
に原稿の執筆をいただきましたこと部員一同、感謝申
し上げます。
今年度、広報部は各地区の部員15名が年間を通し

て 5回の部会を開きました。「保連とくしま」各
No.91・92において、参集し事務局にご協力をいた
だき、企画・構成・原稿依頼・編集、そして丁寧な原
稿検討を行いました。原稿検討では、情報を発信する
上で、読みやすさや見やすさは元より、執筆者の意図
を確認したり、レイアウトの意見を出し合ったりと熱
心な検討が行われています。表紙の今注目の保育、研

修報告、給食部の報告、写真の選定、全ての原稿を読
み上げて、執筆者の思いを深く考えながら校正を行っ
ていくなかで、部員の全員が神経を研ぎ澄ましての作
業となりました。部員の一人一人がたくさんの気づき
があり、意見を出し合うことでスムーズに進められま
した。大変お世話になりました。
これからも、「保連とくしま」が保育に関わる皆様
にとって興味や関心を持って、気づきや学びになるよ
うな情報を発信していけるように努力致します。執筆
依頼がありました折には、ご協力を賜りますようお願
い申しあげます。また、広報活動に対するご意見、ご
要望等ございましたら広報部までお寄せくださいます
ようお願いいたします。
ありがとうございました。

広報部報告広報部報告
	 	 報告者　彩保育園　谷口	 	 報告者　彩保育園　谷口  恵美恵美
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保育士部は毎年2月に開催している『保育研究発表
大会』に向け、発表園（所）の取り組みを基に鳴門教
育大学の湯地先生に助言をいただきながら準備を進め
てきました。
今回もそれぞれの発表園（所）が特色あるテーマに
沿って保育実践を行っています。子どもの育ちを丁寧
に見つめることで保育者の気づきや思いに変化が起こ
る様子や、職員集団の共通認識を図るためのカンファ
レンスの様子・保護者アンケート等を行い取り組みの
結果を検証するなど、実践をデータ化し科学的に分析
を行い研究発表論文が完成しました。
実践研究に取り組まれる際には「保育を高める実践
研究の手引き（全国保育士会）」がホームページに掲
載されています。実践研究の意義や研究論文のまとめ
方なども具体的に記載されていますのでご活用くだ
さい。
保育士部での活動内容につきましては実践報告の経
過や進捗状況を確認し、第1回・第2回・リハーサル

の部会の中で湯地先生に具体的な助言をいただきなが
ら部会員の皆様と協議を行い、学びを深めてきまし
た。『保育研究発表大会』で、できるだけ多くの皆様
に保育の奥深さや魅力を感じてもらい、保育の専門性
や質の向上に繋げていただきたいと思い取り組んでい
ます。
また今年度の発表大会は第50回という節目の記念

大会ということで、鳴門教育大学大学院の木村直子氏
に「子どものウェルビーイングと保育」の記念講演を
していただきました。湯地先生からは「50回が素晴
らしい」と、取り組みへの称賛のお言葉をいただき、
他県に類を見ない徳島県保育事業の情熱を感じると共
に、先輩保育士達の実践の足跡を振り返る機会となり
ました。時代を超えて脈々と続く保育という歩みを受
け継ぎ、保育実践の中で学んだことをこれからも子ど
も達の健やかな成長に繋げていけるよう、皆様と共に
努めていきたいと思っております。

保育士部報告保育士部報告
	 	 報告者　　渭東保育所　松本	 	 報告者　　渭東保育所　松本  美栄美栄

認定こども園部会は、令和5年度より設立され、認
定こども園の運営方法や制度の理解を深めるための活
動を行っています。今年度も、部会を通じて各園が抱
える課題に向き合い、運営の質向上を目指して取り組
んできました。
令和6年度の主な取り組みとしては、沖洲こども園

の西岡一郎園長を招いての研修会を実施しました。研
修会では専門的な知見をもとに、認定こども園におけ
る保育や教育の課題に対する具体的なアプローチを学
び、大変有意義な時間となりました。西岡先生の校長
として培われた経験に基づく知識と豊富な実践例に、
認定こども園部会のメンバーからも大変有意義な研修

であったという声を頂きました。そして年度末に行わ
れる予定の意見交換会では、各園の取り組みや課題を
共有し、多角的な視点での意見をもらい解決に向けた
新たな気づきや実践的なアイデアが得られるようにし
たいと考えております。
来年度においては、より多くの園との交流や学びを
深める機会を設け、認定こども園部会としての活動を
さらに充実させていきたいと考えています。部会を通
じて得た知見や成果を日々の運営に反映しながら、各
園が一丸となって子どもたちのより良い未来を築いて
いけるよう努めてまいります。

認定こども園部報告認定こども園部報告
	 	 報告者　　みつぼしこどもえん　佐々木	 	 報告者　　みつぼしこどもえん　佐々木  海海

研修会場に設置しています。
ご協力お願いいたします。

全国保育士会
被災地支援スカンポ募金
全国保育士会
被災地支援スカンポ募金

10 2025（令和7）年3月1日No.92


